
　スタートしたばかりの新しい熊本市。これからどんなまち
に進化していくのか楽しみですね。「熊本市に住んでよかっ

た！」とみんなが思えるまちになりますように…。
　政令指定都市移行にあわせて、市政だよりもリニューアル。以前よりも明
るい雰囲気になりました。たくさんの方に読んでもらえるような、「役立つ」
広報紙を目指します。新しくなった市政だよりをよろしくお願いします！（F）

再生紙を使用しています

ひごまるコール ☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター

0120-887-778
3月までは富合町・城南町にお住まいの方は各総合支所へ。

4月からは南区、城南総合出張所へ。

　清正の年表などを見ると、天正17年の天草攻めの次は、同20

年の朝鮮出兵へと項目が飛び、その間の清正の動向はこれまで

あまり注目されてきませんでした。しかし、この時期に出された

清正の書状を読むと、領主として多忙な日々を送っていること

が分かります。

　まず、この時期に特徴的なこととして、家臣団の編成が急ピッ

チで進められています。領主に就任する前年、天正15年の九州

攻めの際に、清正が抱えていた家臣は200人に満たない程度で

したが、190,000石の領主ともなると2,000人から3,000人の

家臣が必要になりますので、清正にとって家臣の人員、すなわち

軍事力の確保は優先されるべき課題でした。領主就任後に発給

された知行宛行状を見ると、天正17年8月に大量採用をおこな

い、翌年以降も度々知行宛行状が出されていますので、朝鮮出兵

を前にして相当数の家臣を召し抱えたようです。また、秀吉の指

示通り、清正は前領主・佐々成政の遺臣も召し抱えており、その

中には佐々平左衛門や大木兼能のような後に清正の重臣となる

人物もいました。

　このように、多くの家臣を召し抱える一方で、彼らが居住する

城下町の建設や政治と軍事の拠点となる城郭の普請（工事）もこ

の時期における大きな事業の一つです。

　まずは、この頃の清正の居所について確認しましょう。天正

18年頃から清正の書状が増え始めますが、これらを読むと天

正18年の前半は上方（京都・大坂）、後半は熊本、天正19年の前

半は上方、一旦熊本に戻った後、10月から肥前・名護屋（現佐賀

県唐津市鎮西町）に滞在しているようです。あまり熊本にいな

いことが分かります。そのため、清正が出した書状は、熊本で留

守を預かる家臣に対する指示が多くなります。清正が最も信頼

を寄せる重臣の下川又左衛門と加藤喜左衛門に宛てた書状が

目立ち、いかにも清正らしい細かな指示が書かれています。

　まず、天正18年2月26日の書状で、「堀や石垣の普請について

は、油断なく念入りに進めよ」と指示を与えています。これは清

正が城郭の普請について述べている初見史料として注目されま

す。また、同年4月24日に京都から出した書状では、「石くら」や

「本丸」についての普請を指示し、「てんしゆへ之はし出来候や」

（天守へ渡る橋は出来たのか）という一文も見えます。この橋に

ついて従来は、坪井川に架かる橋を指していると考えられてい

ましたが、富田紘一氏の研究により流路が変更される以前の白

川に架けられた橋であったことが明らかにされています。以前

の白川は、現在の代継橋付近で流路が北上し、市役所付近まで流

れた後そこから西へ折れ、現在の坪井川に沿って中央郵便局を

経て、長六橋付近で現行の白川に合流する流路だったようです。

ただし、書状中に見える「てんしゆ」の所在地や清正が言及して

いる城については、古城の隈本城（現第一高校付近）とする説と、

現在の熊本城とする説があり、議論が分かれるところですが、

いずれにしても清正が「油断なく進めよ」と繰り返し強調して

いることから、清正が並々ならぬ熱意で、比較的早い段階から

城郭整備に着手していたことは確かです。

　また、天正19年5月には細工町の町割を清正自身でおこなっ

ています。町割図を見ると、旧来の職人層に代わって、大坂など

上方から移住してきたと思われる商人層が軒を連ねています。

家臣の数が増加するに伴い、彼らが居住する城下町の整備も急

がれ、朝鮮出兵に備えた軍事物資の供給地としての役割も担う

ことになります。この頃、現在の熊本市街地は一大都市に変貌し

つつあったと言え、現在の区割や道路の原形はこの頃形成され

たと考えられます。

　このように、天正18年から同19年にかけて清正は、城郭の普

請とそれを中心とした城下町の建設に力を注ぎます。また、天正

19年10月からは朝鮮出兵の前線基地となる名護屋城の普請も

担当していました。家臣集めや城下町の整備、熊本や名護屋での

城づくり、朝鮮出兵の準備など、この時期の清正は生涯で最も多

忙で充実した日々を送っていたのではないでしょうか。
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午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
おお  なみ   かず  や

　天正17年（1589）の天草攻めを無事に終えた清正は、いよいよ本格的な国づくりに着手します。

今回は、清正が領国経営の基礎を作り上げる天正18年、19年頃の動向を史料から見ていきたいと

思います。
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くまもと城下まつり2012
政令指定都市「熊本」誕生記念

　政令指定都市「熊本」誕生を記念して、中心市街地と市電沿線商店街を舞台に様々なイベントを開催します。
　当日は終日市電が無料運行、商店街を巡る楽しいスタンプラリーもあります。

日時／ 4月28日（土）　午前11時～午後11時
場所／中心市街地各所、市電沿線商店街

※各会場によって開催時間は異なります。

・街なか飲食店などによるグルメブース　
・ステージイベント（オープニング）
・スタンプラリーゴール　など

上通びぷれす広場会場（サブ会場）
・市電緑のじゅうたんPRイベント
・楽しいステージイベント　など

銀座通り会場
（メイン会場）

商店街イベント

・子ども絵画展示、熊本紹介ブース、農産物の販売　など
・プレミアム付お買物券の販売会
・地産地消ワゴンセール、古物文化市場、クスノキコンサート　など
 ※イベント内容は変更になる場合があります。

　中心商店街や市電沿線商店街でも楽しいイベントが目白押しです。

桜町会場（サブ会場）
・多彩なステージイベント（交通センターセンターコート）
・飲食出店ブース、飲食コーナー（県民百貨店前）　など （商工振興課　☎096-328-2424）

イベント開催に伴い、下記の区間・時間で交通
規制が行われます。ご協力をお願いします。

①県民百貨店・旧産業文化会館前
　午前7時～午後9時
②銀座通り（電車通り～駕町通り）
　午前10時半～午前0時

交通規制のお知らせ

市政だより
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　いよいよ政令指定都市熊本がスタートします。熊本市で
は平成14年4月に広域行政班という組織を立ち上げ、政
令指定都市に向けた準備に入りましたので、足掛け10年
にしてようやく実現の運びとなりました。この間、多くの皆
さんにご協力を賜りましたことに、改めまして心から感謝
申し上げます。
　昨年は、これも永年の悲願であった九州新幹線が全線
開業し、今年は政令指定都市の誕生です。この相乗効果を
発揮して、熊本をもっと魅力溢れるまちとし、国内外から
多くの皆さんに熊本市を訪れていただきたいと思います。
　2月には熊本城マラソンを開催し、多くの皆さんのご協
力のおかげで成功裏に終えることができました。各地でシ
ティマラソンを経験された方からも「熊本城マラソンは
素晴らしい。特に沿道の盛り上がりがすごかった」との賞
賛の声を数多くいただきました。熊本の市民力の高さを評
価していただいたような気がして、とても嬉しかったです。
　熊本市は120年を越える歴史の中で、幾多の合併を経
験し、現在の73万都市へと発展してきました。大都市であ
りながら、市民力・地域力の高い都市だと感じています。そ
れがわたしたちの誇りでもあります。そして今この時は、
歴史的にみても大きな節目となることは間違いありませ
ん。時代の転換点に立つわたしたちは、先人たちの偉業や
功績に感謝しつつ、熊本市の未来を見据えながら、新たな
まちづくりを進めていかなければなりません。
　これまでもそうであったように、今後も市民の皆さんと
ともに、熊本の宝を大切にし、更に磨きをかけることで、

もっと暮らしやすい熊本市、国内外
から選ばれる熊本市を目指してい
きたいと思います。今後とも、新た
なステージに移る熊本市のまちづ
くりに対して、皆さん方のご協力を
何卒よろしくお願い申し上げます。

73万人の広がる未来へ
政令指定都市「熊本」誕生
73万人の広がる未来へ
政令指定都市「熊本」誕生
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熊本市のこれまでのあゆみ
区のページ（中央・東・西・南・北区）
くらしの情報
政令指定都市特集
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